
 

はん 
主人公のももはマーボー豆腐を、家族と出かけた中華料理店で食べました。 

その時に食べたマーボー豆腐は熱くて辛くて、口の中が痛くなりました。 

水を飲みこんでも、翌日までしびれが残ってしまうぐらいです。 

友達に、マーボー豆腐の事を話してみたら「あそこのマーボー豆腐はおいし 

いよね！」と言うのでびっくり。 

さらに「あれが本場の味、ももも、大人になれば良さがわかるよ」とまで言われてしまいました。 

ももは複雑な気持ちになりました。中学生という思春期のせいでしょうか？ 

みんなはあの大人の辛さが美味しいと言うのに、自分は給食で食べるマイルドなほうが美味しいと思っ 

ている。いろんな感情が交じり合い、自分の中で葛藤します。 

マーボー豆腐をめぐってももが少しずつ成長していく様子も描かれている本です。 

  

 

令 和 ７ 年 ９ 月 ２ ９ 日 （ 月 ） 

・ごはん・牛乳・焼きぎょうざ 

・華風和え・麻婆豆腐 


